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就学前教育カリキュラム
改訂版

－ 新幼稚園教育要領等対応リーフレット －

　平成29年３月に幼稚園教育要領等の改訂が告示されたことを受け、

その内容を「就学前教育カリキュラム改訂版　第１章　総説」の前半に

対応させました。乳幼児期の教育及び保育の基本は変わりませんので、

本リーフレットとともに「就学前教育カリキュラム改訂版（平成28年３月）」を

今後とも御活用ください。
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  ② 幼稚園における教育課程の編成や、保育所及び幼保連携型認定こども園における

全体的な計画の作成について 

    幼稚園や保育所等における就学前教育の実施に当たっては、乳幼児の心身の発達

と各施設及び地域の実態に即した指導が適切に行えるよう、教育課程の編成や全体

的な計画を作成する必要があります。教育課程の編成等については、幼稚園教育要

領、保育所保育指針及び教育・保育要領において、次のように示されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(7) 自然との関わり・生命尊重 

  自然に触れて感動する体験を通して、自然の変化などを感じ取り、好奇心や探究心をもっ

て考え言葉などで表現しながら、身近な事象への関心が高まるとともに、自然への愛情や畏

敬の念をもつようになる。また、身近な動植物に心を動かされる中で、生命の不思議さや尊

さに気付き、身近な動植物への接し方を考え、命あるものとしていたわり、大切にする気持

ちをもって関わるようになる。 

(8) 数量や図形、標識や文字などへの関心・感覚 

  遊びや生活の中で、数量や図形、標識や文字などに親しむ体験を重ねたり、標識や文字の

役割に気付いたりし、自らの必要感に基づきこれらを活用し、興味や関心、感覚をもつよう

になる。 

(9) 言葉による伝え合い 

  先生＊４や友達と心を通わせる中で、絵本や物語などに親しみながら、豊かな言葉や表現を

身に付け、経験したことや考えたことなどを言葉で伝えたり、相手の話を注意して聞いたり

し、言葉による伝え合いを楽しむようになる。 

(10)  豊かな感性と表現 

  心を動かす出来事などに触れ感性を働かせる中で、様々な素材の特徴や表現の仕方などに

気付き、感じたことや考えたことを自分で表現したり、友達同士で表現する過程を楽しんだ

りし、表現する喜びを味わい、意欲をもつようになる。 
 

＊１ 【保育所保育指針】、【幼保連携型認定こども園教育・保育要領】においては「ア～コ」 
＊２ 【保育所保育指針】においては「保育所の」、【幼保連携型認定こども園教育・保育要領】においては
  「幼保連携型認定こども園における」 
＊３ 【保育所保育指針】においては「保育所」、【幼保連携型認定こども園教育・保育要領】においては 
  「幼保連携型認定こども園」 

＊４ 【保育所保育指針】においては「保育士等」、【幼保連携型認定こども園教育・保育要領】においては
  「保育教諭等」 

【幼稚園教育要領】（平成 29年３月告示） 

○第１章 総則 第３ 教育課程の役割と編成 ３ 教育課程の編成上の基本的事項 

  (1) 幼稚園生活の全体を通して第２章に示すねらいが総合的に達成されるよう、教育課程に

係る教育期間や幼児の生活経験や発達の過程などを考慮して具体的なねらいと内容を組

織するものとする。この場合においては、特に、自我が芽生え、他者の存在を意識し、自

己を抑制しようとする気持ちが生まれる幼児期の発達の特性を踏まえ、入園から修了に至

るまでの長期的な視野をもって充実した生活が展開できるように配慮するものとする。 
【保育所保育指針】（平成 29年３月告示） 

○第１章 総則 ３ 保育の計画及び評価 (1) 全体的な計画の作成 

  イ 全体的な計画は、子どもや家庭の状況、地域の実態、保育時間などを考慮し、子ども 

   の育ちに関する長期的見通しをもって適切に作成されなければならない。 
【幼保連携型認定こども園教育・保育要領】（平成 29年３月告示） 

○第１章 総則 第２ 教育及び保育の内容並びに子育ての支援等に関する全体的な計画等 

  １ 教育及び保育の内容並びに子育ての支援等に関する全体的な計画の作成等 

  (3) 教育及び保育の内容並びに子育ての支援等に関する全体的な計画の作成上の基本的事項 

  ア 幼保連携型認定こども園における生活の全体を通して第２章に示すねらいが総合的に達

成されるよう、教育課程に係る教育期間や園児の生活経験や発達の過程などを考慮して具

体的なねらいと内容を組織するものとする。この場合においては、特に、自我が芽生え、

他者の存在を意識し、自己を抑制しようとする気持ちが生まれるなどの乳幼児期の発達の

特性を踏まえ、入園から修了に至るまでの長期的な視野をもって充実した生活が展開でき

るように配慮するものとする。 
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   また、本カリキュラム改訂版において生きる力の基礎として択えた、確かな学力に

つながる〔学びの芽生え〕、豊かな人間性につながる〔人との関わり〕、健康・体力に

つながる〔生活習慣・運動〕を身に付けた子供像を、以下のように設定しました。 

   なお、これらの子供像は、「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」を〔学びの芽生

え〕〔人との関わり〕〔生活習慣・運動〕の視点で分類したものであると言えます。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
 
 
 
 

 
○興味や関心をもったことに主体的に関わったり、そのことを遊びに取り入れ

たりする。 
 

○自分の考えを相手に分かるように伝えたり、友達や先生の話に関心をもって

すすんで聞いたりする。 
 

○目的に向かって繰り返し考えたり、試したりしながら最後までやり遂げる。
 

○経験したことを取り入れたり、身近な物や用具などの性質や仕組みを生かし

たりして遊びや課題に取り組む。 
 

○生活や遊びを通して感じたことや考えたことなどを、様々な表現方法で自由

に表現することを楽しむ。 

 
○様々な人への信頼感をもち、自分の思いや考えを伸び伸びと表現する。 
 

○友達の思いや考えを受け止め、相手の気持ちを大切に考えながら行動する。
 

○友達と互いのよさを感じながら協力したり、一緒に解決策を考えたりしなが

ら遊びを進める。 
 

○相手も自分も気持ちよく過ごすために、してよいことと悪いことの区別など

を考えたり、自分の気持ちを調整したりして行動する。 
 

○動植物など命のあるものを大切にする。 

豊かな人間性につながる〔人との関わり〕を身に付けた子供像 

確かな学力につながる〔学びの芽生え〕を身に付けた子供像 

 
○衣服の着脱、食事、排せつ、片付けなど生活に必要な活動の必要性に気付き、

自分のことは自分でする。 
 

○体を動かす心地よさを味わい、自分からすすんで遊ぼうとする。 
 

○いろいろな遊びの場面に応じて、体の様々な部位を十分に動かす。 
 

○友達や保育者と一緒に食べることを楽しむ。 
 

○集団での生活の流れなどを予測して、自分たちの活動に見通しをもって取り

組む。 

健康・体力につながる〔生活習慣・運動〕を身に付けた子供像 
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